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特別代表 由 井 重 光

司会 SAA力 島ヽ周二郎

会  長  日 中  費

「我専の生芸J

ツンタリケ  菊 地  敏 上記について社会奉仕香員会か

別紙の通り。要請がEFているの

で会員 1人当たり10∞円を改めて拠出して

leいてつラブとして協力したしヽ

録 乗説明 会 長 日 中  安 )

「決定事項」 提 案通り

【議題 3】 そ の他

議 案
  B_夕 _フ クトの献血雲話につ

いて聖事会として、会員の協力を定非お願

いしたしヽ

ヤ ーー‐―-19卸 ～199舞官ワラフロ停｀親3垂と奉仕の流れを創ろう
″

悦鰐お 第59回例会報よ 1/8)窮 本

☆点   鐘

☆国歌 斉 唱

☆3-'リーリング

☆ 会 長 報 告  会 長  日 中  賛

新年明けましていめてとうごさいます。

今年は申年で大分曇れる年ときから言われ

ておりますが、先行きの見通しが立たないと

言われております。旨さんの企業の御繁栄と

皆さんの御健康を記念致しまして乾好。

会長報告につきましては11会t[先立って、

嘉7回定fH理事会を事務局に快いて開催致し

ました。

キ第 7固定例理事会の開催。

1992年 1月 8B(氷 )10:30

於 :クラブ事務局

出席者署名  日 中、日本、海野、高野

小城、戸日、赤尾、奥末、大熊

降 室 1】 奉 仕活動の宣点ブログラムにつ

いて

らの提案は、つラフ協sE会での経過より判

断して実行因統と思われる。代首案を早急

に企画するために、フロジェクトチームを

編成したしヽ

(議案説明 会 長 日 中  ■ )

「決毒事項J 原 案通り、チームメンパーは、

現、次期会長、幹事、奉仕委員長に選任し

てもらう。

【議題 2】 バ ングラディショ災害救援雰金

について

一一  〔新署を寿ど乾杯〕
一―

一十
穏灘郡醸鹸



(議案説明 会 長 日 中  費 )

「決定事項J 提 案過り

☆ 幹 事 報 告   幹 事  宮 本  調

新年め目出とうこさいます。

米新年早々ですが、皆様のファイルの中に後

半の会費の話求をと新しい会員証を入れさ

せて頂いております。今までの会員証は8F

年12月31日までのもので処うして下さしヽ

キ定例理事会でバングラディンコ災書救援芽

金のこ協力のお願し1こついて吉日ガハナー

から参っておりますので、皆様に一人10m

Pm3づつこ協力して頂く事にな19ました。

今日お帰りの時事務局にδ支払い下さしヽ

ネ地区□一ターアクトより献血要請が参って

おります。全ロータリアンに対して献dBを

お願いしたしヽ 御案内の通り 1月 19日各会

場で皆様に理事会としてお願いすることと

なりました。

ネ事務局に匿代ガ′ヽナー名簿が来ております

ので、こ覧になりたい方は事務局まで0出

て下さい。

■ガバナー月信の最後の貫に27卸地区の11月

の出席報告が出ております。我がクうブは

多摩東分区では出席率は 4番 目となってお

ります。

☆委員会報告

★親 睦委員会     奥 木 博勝

るしく。

橋本 幸 夫 新 年おめてとうこさいます。本

年もようしく。

連藤 二 郎 新 年初例会を祝して。

日本  誠  新 年おめてとうこさいます。

域倉 正 博 新 年お目山とうこさいます。

今丼 正 司 新 年に当たり、心新た|こ□一つ

リーのメンパーとして頑張ります。

橋□ 洋 三 新 年おめてとうこさいます。本

年もよるしく。

佐伯 和 底 あ けましておめてとうこさいま

す。成人式ガンパリマス.

新た源四98 新 年第 1回、本年もようしく。

海野 党
― あ けましておめてとうこさいま

す。本年もよるしくお願い致します。

萄地  敏  δ めてとうとさいます。

北村 幸 彦 新 年おめてとうこさいます。今

年は皆動になるよう頑張ります。

吉沢 洋 京 本 年も皆様、健康に御留意下さ

しヽ。

須藤 起 雄 お めてとうこさいます。

赤見 本 避 呪 けましてい0て とうこさいま

す。今年度のロータリーも析返し点に連し

ました。頑張りましょう。

大熊 将 夫 新 年おめてとうこさいます。ネ

年こそ良い年てありますよう。

小島周二郎 お めてとうごさいます。

杉日  説  本 国は54回目のパ
ースティです。

君俊 末 男 今 年も良い年であります様に,

戸日 昭 毒 今 年は体を強えて運動不足を解

消したしヽ

伊神  令  良 い年であります様。

横倉 窮 三 あ けましておめてとうごさいま

す。

同Fe5 茂穂 正 月休みは大Peaトックでるショ

ならぬ無酒で生活をめくllました。

津守 弘 範 正 月ておめてとう。今年もよう

し<。

央木 博 勝 新 年おりでとうこさいます。

元皇に日立競技場にて天皇杯サリカ
~、

日産優勝し、息子と大喜びで本年エンギ

良し。

吉尾審太郎 気 狂しよ 左欧無布施員、わが

多摩グリ
ーシRCは 西川女史に乗っ取ら

ニコニヨBOX

承生日茂夫 新 年の初例会で会員の皆様の変

わらない元気な顔を拝見して安心しました。

隅  耕 造 昨 年tよX maに参力0出来ず申訳あ

りませんでした。今年も0し く。

由井 重 光 平 成四年の斬きを寿ぎ多厚グリ
ーンRCの 御発展を祈念して。

奥日 文 夫 歴 児島3tで車で往復してきまし

た。

日中  費  初 例会に心、さわしい天気でおめ

てとうこさいます。

A_原  健  今 年もおもうを食べて良いつき

ガ来る様に。

足立潤二郎 新 しい年を迎えまして本年もよ



れていた。私の初ヨ、怖Ⅲったですヨ
ー

以上 合 計 半 83 000円

★ 会 報 委 員 会      奥 日 文夫

皆さ/ta目 出とうこさいます。

ヤ革57口うJ会報告会報に訂正があります。景

後の頁の神内で 1,15ガ休会となつており

ますが休会ではありません。間違tiのrJし

ようお願いします。

■会報雲員会はう回皆さんからのイニンニー

ション 又 ピーチとか卓話とか、妻員会報

告専テープを取ってき力して言tiておりま

すが、主旨が違ったり、聞き取れなかつた

りして大変ですので、原塙0を 提出こ仰協

力をい用し致します。

【宮本幹事 :補足】

1/15は休会で必<IJ会 場で新年会を行う

予定になつておllます。親嵯委員会と7□

グラと委員会て検討しております そ の時

は一人一人の近況報告をお願い致します。

多くの出席をい行うしていります。

理事が自由たく選出されまして、空日12/26

草 1□技選理事会が開催され、下記の通りS

=A委 員長■びクラブ奉仕委員長、国際奉仕、

職業毒仕、社会喜仕のを常に季員長並びに言

少年奉仕季員長が選任されました。

ない席上、次年度幹亭還雇二'1会員の提察に

より、副牛事にJI島周二郎会員が選出されま

した。

(次年度多摩グリーンRC役 員 理 事〕

(敬弥嗜)

会   長     示 尾 木 送

会長エレクト       横 倉 鼻 三

副会長 (ワラブ毒仕季員員)萩 生 日茂 夫

幹   亨     遠 藤 二 郎

会   計     伊 神  右

理 亭 (SAH委 員長) 足 立 滴 二 郎

壇 車 〈□準奉仕委員長)新 海 源 四即

理 喜 輸 業事仕委員長) 吉 日 文 夫

理 亭 (社会奉仕孝員長)吉 鳥 讐 六 PB

理 事 (言少年奉社委員長)吉 沢 ;■景

副  幹  事      小 島 日 二 郎

尚第 2回被選理事会を本日開催し、各季員

会組約を決める予定であります。 2月 末まで

に被選クラフ協議会を聞性して、次年度の妻

員会の活動計画の立実に入ってゆきたいと存

じます 3～ 4帰 初旬までに次年度の立軍を

終えたいと考えておllます 5月 末まで 3事

業計画を冊子t[まとめてガllナ
ーに報告しな

ければなりません。二年間培われた規畦の歯

草を何とお奉仕の歯車に転1しして行くと言う

ことで皆さl■にこ努力をお願いしたし,

維 幹 筆 荘 中 錬 荘 帥 韓

【午PFl所感】

会 長  日 や  賢

★ 出 席 委 員 会

〔出席 報 告 〕

1描叡 出席 M J 央席 出 席 =

釜昌143 401 - 3 0 3 026

討里 4 3 3 8 1 4 307浄

橋本 幸 夫

尚 本 国の事前メ
ー,Pリ ブなし

【1992～93年度役職分担発表】
次年度会長 示 尾 未 延

皆さんおじてとうこさいます。

昨年喜れの 12/250年夕4会 によいて役員、 ■年度はチャーつ一ナイトの首後てあった



れて時間もなく事業計画をき季員会tE出して

頂きました。いるいる経過もあって半年も過

ぎ、成果の上っていないう寄もあり、残った

六ケ月間て実現を計って行きたいとeぃ ます。

次年度の役員も決まったので新しし役員を通

じて将来にたって多唇ブリーンRCと してle

久的に維持出来る事業計画を持ちたいと考え

て、あとニケ年紀った時の、二周年記念に向

けてもつて行ける奉仕活動を重点政策に取り

上げたら良いと考えて理事会に相談中し上げ

ました

社会奉仕と行っても巾も広く、そtr中で身

体障害者を大体の対象 [し て少し巾をつS0

てID説のある方に実まって塙き、つラブ内の

会員の皆さんの認識を高め、基本的知識が得

られるような研究計画を立ててE<よ うに者

/tております。従って通常の委員会計画と重

なった19、平行する部分もありますが、計画

を立てましたので、皆さんの全面的御協力を

お願いします

それから□―〕リーの話からタトれますが、

これからの日本の経済■r非常に難しし岨寺代に

入って行<よ うですが、その中で国際的にも

まれ、国内的にもいるいる先行きの難しいと

言う時|ここそ、□
一つリーの指手0を身tこ付け

て、と言うより□―タリーを楽しこと言う亭

を我々は目指して行くべきたとおもつており

ます。

其産社会が崩壊し、武力生産■ur今後どう変

って平和産業となって行くか、それが我々に

対してどのようr3経済的彰響が出てくるか、

又は国際的には奉仕活動tことのような影響rt

出てくるかであります。

日本では昨年の19号の台団によって約5000

億円の保険全が支払われるが、これが社会に

どのように rLれ出てくるものかによって社会

生活の流れが変っているのではないかと思う。

従ってその中で□―,リ アンとして考え、

思想の哲草を維持して行<か 考えるい却にき

ているとeう  特 に□際□一つリーではいる

いる定款賓更を考えてt ねヽるようです。

今年は申年で景れる年でもあります そ の

中で我々!ま清3長って0き たいと思います

‐‐々,‐ 午‐““十“―“‐‐‐‐‐‐“

【年頭のご挨拶】
幹 事 官■  説

ばたばたと■年が過ぎてイテきましたが、皆

さんと親唆が深d‐れr_ことは喜ほしく思って

おります。l_の半年を会長に添って一生懸命

にやって行きたいと考えます。

【年頭にあたって】

特別代表 由 非 重光

皆さんお目出とうこさい●rす。こ家LSt共々

良い正月であったと思います。近所の神社{こ

参拝して健康で良い正月を過ごしたと思って

おります。病気をしないて家族が健康て一糟

tこか正月がお祝い出来るのが一番幸せのよう

な感じが致します 皆 さんも今年一年間身体

|こ注意して頑張って下さt 。`

皆さんが正月に一番会ってみたいと思った

のは、この□―,リ ーの中でのよ達でtよなか

ったたるうか 昨 年と比べて今年の皆さんの

お顔は資りました。随分憶れて、TO気あいあ

いとお互ti 3嵩をしておりました。良い正月

を迎/Lられるのも□―タリーのお蔭です。結

婚して以来皆さl■は章晴らしい友違が出来t

と思いますが、どうでしょうか

□―タリーは宇園てあり、京違も作りまし

ょう、勉草もしましょう 大 学はあるが■革

はなt のヽが□―タリーである。一人もB― デ

リーからさよならをしないで飲しい ヤ ァー



と言って声を掛けられるのは現役の会員なの

である 私 の規クうブで辞めた人に町で会っ

ても、何か一つの壁があるような感じがしま

す。去って行く人は□一つリーがらたけ去っ

た人のように思えない。そのような人は人生

のお伍者のように思っております。

正月に13りますと前半が終って後半に入り

ますとクラブ協議会が開催されます こ れは

前半を省みることと、後半をどのようにおめ

活るかと言うことである。

会長の年間の計画である親唯と喜社の流れ

を作るうと言う方針は達成されていると思う

SAAの 方々が会を盛ll上げているのは呼

ばllたら遅事をしましょうと言うことに特色

があり、構式を高めている。他のクラブにな

い事で喜しく思っていります。さ唱の際にも

ヲフトを正面のテープの前でやって欲ししヽ

出席の件は努力しておlnますが一つのワう

ブのイメーシですので努力し、休んだら必ず

メーつアッフして欲しし,

増強のことについては□―,リ ーの友の12

月号1こサブー会長の言葉があります。 「ッいこ

のとりがあればJと しヽう題て新会員が入ると

実行きと巾が一層広くなりますと言っていま

す。心に0と のがあれば、家にもゆとりがあ

ると言っていり、 「白身を超えた娘をJが 味

わう亭が出来る。会員の数も49名は東分区で

は下の方で、早<増 員をして頂きますようお

願しする次第です。

前半はエネルギーが内に寄っていたが、後

半は是非そのエネルギーをタトに眼を向けて出

して欲しいと思います。先程会長よリフロラ

ェクトチームをねんで行うと言う話を聞いて

良かったと思う。

ボールハリスが□―タリーを作って友遣同

志を助け合3fうとしたが、□一つリークラブ

はそれたけでは満足せず、シカゴに公衆便所

を作ったり、国際書仕をしたりして成長して

きてしヽる。そのようなことをしなt とヽ自分連

■Jt、たた来て食事をして話しているたけては

満足出来ません。だから地域に向って、或い

は□際的に向って、奉仕のエネルギーを放出

して下さしヽ 他の□―タリークラブては特別

貢護老人ホーとを訪間したりして大変喜ばれ

たとが、ポーイスカつ卜連盟と共同して海岸

の清lnを行ったとt」
h、いるいる奉仕活動して

おります 当 つうブでもこのような毒仕をし

て欲しいと思います。このままでは歴史に残

るものがなく、是非計画して欲しいと思いま

す。新しい委員会の中で充分検討して行って

下さしヽ

今年の年頭の計画で亭業を行うとこうまで

計画書が出来ていなかったようで、後半は何

が実施して欲ししヽ 緑と太陽の町、多摩て役

に立つことかが出来れば良しヽ 創立総会の時

にチューリッフの球根を配ったのは一輪のた

でも咲いて頂きたいという願いがあった。

多厚ブリ
ーンRCと 言うチョーリップの花

を咲かせて欲しい。

年頭に当たり皆様の御健康を切にお願い中

し上げます。

【イニシェーションスビーチ】

《私の写真人生》

佐伯 和 膚

にE"E― タ ー 4テ ー

私は1940年、昭和23年9月24日、東京都下

立川に生まれました。

父は多摩乞日、母は渋谷丸山OF、母の生家

は三者、置屋、よるず屋で私は生まれた時か

ら吉者さんに□まれて育うました。小学、中

学は地元の字枝を出ました 高 校大学と共に

写真部tこ在籍したのが写真屋を始める切っか

けです。

高校 2年の時、東京才リンピリクがありま

した。聖火が日本を理け巡る時です。その聖

火が武蔵野市役所に一泊しました 写 真部で

その時撮った写真がたまたま武蔵野市長宮tこ

入りました。家辰も市長自が切っかけて写真

に対して理解を示してくれる様!こなりました。

勉革はITいてしたが、大■までtま車業しまし



た 。

高校 3年の時、テレビ局に興味があったも

のですから、日本テレビ外信部でアルバイト

をや19ました。その頃日本テレビでイレブン

PMと いう番ねがあったのですが、その番組

てスキーガイドを始めようと言うことそこなっ

たのですが、スキーでおりながら輸加を振れ

る人が誰もいなかつたのです。

私も16mは 撮ったことは無かったのですが、

スキーtま一般の人よりも転ばない程度[滑 れ

ました。 「0前 やってみないか」 「お願いし

ます。撮らせて下さしヽ 」と言うことでやり

出したのが、イレブンPMの スキーガイドて

この仕事が3年続いたんですが、当時、日本

全国に有りました力どのスキー場を、あこ、

足、小l■い付きで何不自由なく 3年間スキー

シーA~ンは遊びました。今息えば最高でした。

大学卒業後、写真材料の間目から声がかが

り、撮るばかりじゃなく用品、内容も覚えた

方が良いと言う事で 1年間写真材料屋で勤め

ました。

1年動めた翌日、社長命令でAP通 信の方

がカメラマンがいないからと言うことでアル

バイトとして出向で行かされまして、そこで

工社員として採用されました。それからAP

適=て いるいる活躍しました。

オリンビッつも、グルノーフル、ミEl~ヘ

ン、サッポロ、それから浅間山=事 件の時も

振彰に行きました。AP通 信は外資系ですか

ら、世界的なニュース記事が主な仕事内容で

す。例えば、世界タイトルマッチとか、今夜

も行きますが宮中晩養会をど,

12年前に今の土地ガ区口整理も終り、何か

商売をしたらどうかと言う事で、幸い多厚に

写真屋が無かったので、写真屋をやるからと

いう事でAP通 信の方へ辞衰を出したのです

が、10数年経った今も真理されていません。

お全だけは今たtこいくらかは言っています。

あそこに店を出しましたが、写真屋という

より、写真の事を聞けば何んでも教えてくれ

る、又どうしたら良いのかという 「アドハイ

スJの出来る店になれという事て、そのつも
19で店をやっております。以上が現在の状況

内容です。今後共長く御指専を頂きたいと思

います。

===【 R ota r y―晰 兼 】
―  《理事会の先議構〕 一

クラブ組織のなかで最後に特に注意してお

かなければならないのは、クラフ理事会と例

会との関係である。理事会はクラブの管理運

営についての最高決議機関であり、その決議

を破れるものは例会の三分のこ以上の議決以

外にはあり得ないという事、極<約 がいこと

を除いてはクラフの管理運営に関する提案を

会員の総会である倒会で直接討議してはなら

ないという大原則がある。その理由は簡単で

ある。例会は会員めよび来訪者の規確の場た

からである。親畦の場に議論の起こる余地を

残さないように、組織上配慮されているので

ある。もしそれに反すると、たちまち例会変

じて討議会となり、食事の味がまずくなるこ

とは確かであり、もしこれが長引けば、会長

の管理能力が疑われる結果となるであるう。

したがって、一切の提案についての輪議は必

ず理事会で行われなければならない廷て前に

なつている。 (中83)

現睦た。和合だといいながら、その観建を保

障する組織になつていなければ、親佳を求め

る人は事うものなのである こ のような人間

管理の原即|から、ロータリーにあっては、討

論の場を、理事会、役員会またはクラフ協議

会に、そして観確の場を例会にと、悔柱的に

分けていることは、まことに巧抄であるとい

わなければならなしヽ 唯一の討輪の場である

例会は、毎年12月に開かれ、来る七月―日か

ら看任する次期理事の選出を行う年次裕会か

またはほFf総会である。 (以下略)

(小掘憲助氏著作より抜粋)
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